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建物の一部に事業用途が含まれる場合は、本書とあわせて「再利用対象物保管場所及

び廃棄物保管場所・保管設備 設置の手引き＜事業用＞」を必ず確認してください。 
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 この手引きで使われる用語 

■再利用対象物保管場所･･･再利用対象物（古紙、びん、缶、ペットボトル。「資源」と表記する場合も

ある）を収集日まで保管する場所 

■廃 棄 物 保 管 場 所･･･廃棄物（可燃ごみ・不燃ごみ）を収集日まで保管する場所 

■粗 大 ご み 集 積 所･･･粗大ごみを収集日まで保管し、集積する場所 

■資源・ごみ集積所･･･保管場所から持ち出した再利用対象物又は廃棄物を運搬車へ積み込む場所 
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【図２】ポリ容器等の配置例 
 

ポリ容器等の規格に十分注意して、次のような配置にする。 

 

【ポリ容器の規格】  

丸型ポリ容器（６０リットル）・・・直径６０cm 

角型ポリ容器（６０リットル）・・・(一辺)３５cm × (一辺)５５cm  

※ 容器の規格はメーカーによって異なるため、上記より小さい場合は、カタログを 

添付すること。 

 

【ポリ容器の面積の算定】 

 丸型ポリ容器は、直径 0.6ｍ×直径 0.6ｍ＝0.36 ㎡を底面積とする。 

 角型ポリ容器は、縦 0.35ｍ×横 0.55ｍ＝0.1925 ㎡となるが、少数点第２位を四捨五入

し、0.2 ㎡を底面積とする。 

 

 

 

  再利用対象物保管場所と廃棄物保管場所はそれぞれ設置するのが望ましいが、1つに 

まとめる場合は、仕切り等で明確に区分する。 

 集合住宅に事業用途の施設を併設する場合は、家庭から出る再利用対象物及び廃棄物

と事業所から出る再利用対象物及び廃棄物の保管場所をそれぞれ設置することが望まし

いが、１つにまとめる場合は、仕切り等で明確に区分する。 
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等の設置に関する要綱」（P.32 参照）第７条 

 

＜参考＞ 大規模建築物の廃棄物保管場所の設置基準の主なもの 

 

【設置の基準】 
・ 再利用対象物保管場所以外の他の用途と兼用でないこと。 
・ 廃棄物の種類、排出量及び保管日数等に応じて、廃棄物が十分収納できること。 
・ 建築物１棟につき、１箇所以上設置すること。ただし、同一敷地内の複数の建築

物から排出される廃棄物を取りまとめて保管する場合は、管轄の清掃事務所長と
別途協議すること。 

・ 事業の用途に供する施設を併設する場合は、家庭廃棄物と事業系廃棄物が各別に

保管できること。 
・ 廃棄物の搬入、保管設備への投入及び清掃又は点検等に必要な作業場所を６平方

メートル以上確保すること。 
・ 同一敷地内で建築物の外に複数設置し、運搬車が当該敷地内の通路から廃棄物を

積み込む場合は、幅員が６メートル以上あり、運搬車が通り抜けできる通路に接
続する場所に設置すること。 

【構造の基準】 
・ 保管場所の換気、採光に十分配慮し、必要な設備を備えること。 
・ 廃棄物の飛散及び臭気の流出を防ぐため、囲い及び扉等を設けること。かつ、屋

外に設置する場合は、雨水の流入を防ぐため、ひさし及び屋根等を設けること。 

・ 運搬車が大規模建築物又はその敷地の内部に進入する場合は、敷地構造は廃棄物
を積載した車両重量に耐え得る構造とすること。 

【附帯設備の基準】 
・ 仕切りの設置、色彩又は形状等で区別された容器等の保管設備の設置等により、

廃棄物の種類に応じて適切な保管ができること。 
・ 清潔を保持するため、水道栓等や排水口等の洗浄排水設備を１平方メートル以上

設置すること。 
・ 棚を設置する場合は２段とし、１段ごとの高さは８０センチメートルから１００

センチメートルまでとすること。 

 

 

３ その他 

（１）粗大ごみ集積所の設置（延べ床面積 3,000 ㎡以上の大規模建築物のみ該当） 

粗大ごみ集積所を再利用対象物保管場所、廃棄物保管場所、資源・ごみ集積所と

は別に設置してください。 

① 最低３㎡以上とする。 

② 原則として１棟につき１箇所設置すること。 

③ 通路と共用でないこと。 

 

（２）資源・ごみ集積所（収集日に保管場所から容器等を持ち出す場所） 

資源・ごみ集積所は、原則として敷地内の公道に面した場所に確保し、その位置は、

次のことを考慮して選定してください。 

① 再利用対象物保管場所及び廃棄物保管場所から容器やコンテナを持ち出しやす

い場所であること。 

② 運搬車が停車できる場所であること。 

③ 運搬車への積み込みに支障がない場所であること。 

 ➡

➡
➡
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別表１（第５条関係）  大規模建築物の規模別、廃棄物別の保管設備等の設置基準及び処理方法※ 

規 模 等 廃 棄 物 

保 管 設 備 の 種 類 
粗大ごみ 

集 積 所 

処  理  方  法 
 

備    考 容   器 
反転コンテナ 

ボックス 
自動貯留排出機 区 

100 戸 

以  上 

可燃ごみ  〇 〇 

〇 

〇 

 

不燃ごみ 〇   〇 

100 戸 

未  満 

可燃ごみ 〇 〇 〇 

〇 

〇 

不燃ごみ 〇   〇 

※ 反転コンテナボックス又は自動貯留排出機の設置については、周辺道路の幅員により運搬車が通行できない場合があるため、 

管轄の清掃事務所長と十分協議すること。 

 

 

別表２（第６条関係）  住戸占有面積別人員数    

住戸占有面積 人  員  数 

～20㎡ 1.0人 

～30㎡ 1.5人 

～40㎡ 2.0人 

～50㎡ 2.5人 

～60㎡ 3.0人 

60㎡超 4.0人 
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東京都建築安全条例 令和元年 12月 25日施行 

第２章第５節 自動車車庫等 

第３２条（大規模の自動車車庫又は自動車駐車場の構造及び設備） 

五、自動車の出入り口には警報装置を設けること 

第２８条(前面空地) 自動車車庫等の敷地からの自動車の出入口は、道路との境界

線から二メートル後退した自動車の車路の中心線において、道路の中心線に直角に向

かつて、左右それぞれ六十度以上前面道路の通行の見通しができる空地又は空間を有

しなければならない。ただし、交通の安全上支障がない場合は、この限りでない。 

 

 

 

出庫灯まで 60°ではあるが、植木が視界を妨げている。また、下の植栽が成長すると視

界がなくなる（60°規則が守られない）。 

建築確認が本当にとれたのか？ 後日調査し、虚偽表現があれば mec-rに更生を要求す

る。 


